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定   款

第一章  総   則

銘 榊

第1条  この法人は、特定非営禾1括.動法人プレイルームゆづり葉の家という。

(事務所)

第2条  この法人は、事務所を東京都多摩市連光寺2-31-23に 置く。

的

この法人は、ノーマライゼーションの理念に基づき、障書者およ嘲 者で生活の支援を必要とする

人々に対して、市民による生活の支援・自立への援助・社会参加の支援 。子供の健全育成を図り自ら

の生活を主体的に決定できる地域福祉の増進に寄与することを目的とする。

(特定非営利活動のラ餞0

第4条  この法人は、前条の目的を達成するため、次の種類の特定非営禾lj活動を行う。

(1)保健、医療又は福祉の増進を図る活動

(2)社会教育の推進を図る活動

(3)まちづくりの推進を図る活動

(4)学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動

(5)男女共同参画社会の形成の促進を図る活動

(6)子どもの健全育成を図る活動

(事業の陵0
第5条  この法人は、第3条の目的を達成する為、特定非営禾|,I辞助に係わる事業として、次の事業を行う。
(1)子どもクラブ(学童クラの事業 (障害者を主なる対象とするが、他に健常者と

の交流を図る)

(2)障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業及び地域生活支援事業

(3)地域支援事業 (学校の清掃、保育園での業務等、街づくりのための地域支援事業)

(4)地域福祉推進事業 (多摩市の障害者対象の催しに積極的に参加する)

(5)児童福祉法に基づく障害児通所支援事業

(6)障害者総合支援法に基づく特定相談支援事業

(7)児童福祉法に基づく障害児相談支援事業

(8)その他、法人の目的を達成するために必要な事業

(目
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第2章  会  員

類)2
この法人の会員は、次の2種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法 (以下「法」という。)
上の社員とする。

(1)正会員   この法人の目的に賛同して入会した個人及び団体,
(2)賛助会員 この法人の目的に賛同し、この法人を賛助する意志をもって入会した個人及び団体。

正会員及び賛助会員の入会について、特に条件は定めない。

この法人の正会員として入会しようとする者は、理事長が別に定める「入会申込書」により、

理事長に申し込むものとする。

理事長は、前項の申込があったとき、正当な理由がない限り、入会を認めなければならない。

理事長は、第 2項の者の入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって本人に

その旨を通知しなければならない。

この法人の賛助会員として入会しようとする者は、理事長力湖llに定める「賛助会員申込書」により、

理事長に申し込むものとする。

理事長は、前項の申込があったときは、正当な理由がない限り、入会を認めなければならない。

理事長は、第 5項の者の入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって本人にその

旨を通知しなければならない。

(入会金及び会費)

第8条  正会員は、理事会において別に定める入会金及び会費を納入しなければならない。
2 賛助会員は、理事会において別に定める入会金及び会費を納入しなければならない。
3 入会金及び会費の額は、理事会で定める。

(会員の資格の喪失)

第9条  正会員が次の各号の一に該当する場合は、その資格を喪失する。
(1)退会届の提出をしたとき。
(2)本人が死亡し、若しくは失踪宣告を受け、又は正会員である団体が消滅したとき。
(3)継続して2年以上会費を滞納した時。
(4)除名されたとき。
(5)賛助会員が、本条 (1)から (4)に該当する場合は、その資格を喪失する。

籠

第6条

(入 会)

第7条
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第 10条
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正会員は、理事長が別に定める「退会届」を理事長に提出して、任意に退会することができる。

賛助会員は、理事長が別に定める「退会届」を理事長に提出して、任意に退会することができる。

(除 名)
第 11条  会員が次の各号の一に該当する場合は、総会の議決により、これを除名する事ができる。
(1)この定款に違反したとき。
(2)この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。
(3)前項の規定により会員を除名しようとする場合は、議決の前に当該会員に弁明の機会を与えなければ
ならない。

(入会金及び会費の不返還)

第 12条 すでに納入した入会金、会費は、返還しない。

●
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第3章  役   員

(和弱:J及び:むω

第 13条  この法人に、次の役員を置く。
(1)理事 6名以上
(2)監事 2名
2 理事のうち1名を理事長、副理事長は2名以内とする。

饉轟等)

第 14条 理事は理事会において選任し、監事は総会において選任する。

2 理事長及て壻」理事長は、理事の互選とする。
3 役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者若しくは三親等以内の親族が1人を超えて
含まれ、又は当該役員並びにその配偶者及び三親等以内の親族が役員の総数の3分の1を超えて

含まれることになってはならない。

4 法第20条各号のいずれかに該当する者は、この法人の役員になる事ができない。
5 監事は、理事又はこの法人の職員をかねてはならない。

理事長は、この法人を代表し、その業務を総理する。

冨l腱里事長は、理事長を補佐し、理事長に事故があるとき又は理事長が欠けたときは、理事長があらかじめ

定めた順序により、その職務を代行する。

理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び総会又は理事会の議決に基づき、この法人の業務を執行する。

監事は、次の掲げる職務を行う。

1)理事の業務執行の状況を監査する事。
2)この法人の財産の状況を監査する事。
3)前 2号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法令若しくは
定款に違反する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会又は所轄庁に報告すること。

(4)前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること。
(5)理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理事に意見を述べること。

役員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。
補欠のため、又は増員により就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者の任期の残存期間とする。

役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなければならない。

役員は、その総数の3分の 1以下の範囲内で報酬を受ける事ができる。
役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償する事ができる。

前 2項に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、理事長が別に定める。

(弔燿雰)

第 15条
2

(任期→

第 16条
2

3

(報酬等)

第 19条
2

3

３

４

(欠員補充)

第17条  理事又は監事のうち、その定数の3分の 1を超える者が欠けたときは、遅滞なくこれを補充しなければならない。

解任)

第 18条 役員が次の各号の一に該当する場合には、理事は理事会の議決、監事は総会の議決により、これを解任する

事ができる。

(1)′と、身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。

(2)職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。
2 前項の規定により役員を解任しようとする場合は、議決の前に当該役員に弁明の機会を与えなければならない。

４

＾
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第4章 会

この法人の会議は、総会及び理事会の2種とする。

総会は、通常総会及び臨時総会とする。

議

(和訪11)

第20条
2

(総会の構成)

第21条  総会は、正会員をもって構成する。

(総会の権能)

第22条  総会は、以下の事項について議決する。
(1)定款の変,■
(2)i″ F闘ヒ及ιル合つi。

(3)事業計画及び予算並びにその変更,
(4)事業報告及び決算
(5)監事の選任又は解任
(6)解散における残余財産の帰属
(7)その他運営に関する重要事項

(総会の開催)

第23条  通常総会は、毎年、毎事業年度終了の日から2ヶ月以内に、開催する。
2 臨時総会は次に掲げる場合に開催する。
(1)理事会が必要と認め、招集請求をしたとき。
(2)正会員総数の3分の1以上から会議の目的を記載した書面により招集の請求があったとき。
(3)監事が第 15条第4項第4号の規定に基づいて招集するとき。

(総会の招集)

第24条  総会は、前条第2項第3号の場合を除いて、理事長が招集する。
2 理事長は、前条第2項第 1号及び第2号の規定による請求があったときは、その日から30日以内に
臨時総会を招集しなければならない。

3 総会を招集する場合には、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面により、開催の日の
少なくとも5日前までに通知しなければならない。

(総会の議長)

第25条  総会の議長は、その総会に出席した正会員の中から選出する。

(総会の定足数)

第26条  総会は、正会員総数の2分の 1以上の出席がなければ開会する事はできない。

(総会の議決)

第27条  総会における議決事項は、第24条第 3項の規定によってあらかじめ通知した事項とする。
2 総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって決し、可否同数の時は、
議長の決するところによる。

(総会での表決権等)

第28条  各正会員の表決権は平等なものとする。
2 やむをえない理由により総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項について、書面をもって
表決し、又は他の正会員を代理人として表決を委任する事ができる。

3 前項の規定により表決した正会員は、前2条の規定の適用については出席したものとみなす。
4 総会の議決について、特楊|」の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わる事ができない。
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(総会の議事録)

第29条  総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。
(1)日時及び場所。

(2)正会員総数及び出席者数 (書面表決者又は表決委任者がある場合にあっては、その数を付記する事)。
(3)感静滉事可亀

(4)議事の経過の概要及び議決の結:‰
(5)議事録署名人の選任に関する要見
2 議事録には、議長及び総会において選任された議事録署名人 2名が、記名押印又は署名しなければならない。

(理事会の構成)

第30条  理事会は、理事をもって構成する。

(理事会の権能)

第31条  理事会は、この定款に別に定める事項のほ力、次の事項を議決する。
(1)総会に付議すべき事見
(2)総会の議決した事項の執行に関する:妻民
(3)その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項:

(理事会の開催)

第32条  理事会は、次に掲げる場合に開催する。
(1)理事長が必要と認めたとき。
(2)理事総数の3分の 1以上から理事会の目的である事項を記載した書面により招集の請求があったとき。

(理事会の招集)

第33条  理事会は、理事長が招集する。
2 理事長は、前条第 2号の場合にはその日から20日以内に理事会を招集しなければならない。
3理 事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面により、開催の日の
少なくとも5日 前までに通知しなければならない。

(理事会の議長)

第34条  理事会の議長は、理事長がこれにあたる。

(理事会の議決)

第35条  理事会における議決事項は、第33条第 3項の規定によつてあらかじめ通知した事項とする。
ただし、議事が緊急を要するもので出席した理事の過半数の同意があった場合はこの限りではない。

2 理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し可否同数の時は、議長の決するところによる。

(理事会の表決権等)

第36条  各理事の表決権は、平等なものとする。
2 やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項について書面をもって
表決する事ができる。
3 前項の規定により表決した理事は、前条及び次条第 1項の適用については、理事会に出席したものとみなす。
4 理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わる事ができない。

(理事会の議事動

第37条  理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。
(1)峨 び場所
(2)理事総数、出席者数及び出席者氏名 (書面表決者にあっては、その旨を付記する事。)
(3)審議事項
(4)議事の経過の概要.及び議決の1結果
(5)議事録署名人の選任に関する事項
2 議事録には議長及びその会議において選任された議事録署名人 2人以上が記名押印又は署名しなければならない。
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第5章  資  産

この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。

(1)設立当初の財産目録に記載された資産。
(2)入.会金.及び会費。
(3)寄付金:L
(4)財産から生じる収益,
(5)事:業に伴う1又

`蓋

ち

(6)その他の収益,

(構成)

第38条

(区分)

_第 39条 この法人の資産は、特定非営利活動に係わる事業に関する資産とする。

(管理)

第40条 この法人の資産は、理事長が管理し、その方法は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。

第6章  会  計

(会計の原則)

第41条  この法人の会計は、法第27条各号に掲げる原則に従って行わなければならない。

(会計区分)

第42条  この法人の会計は、特定非営利活動に係わる事業会計とする。

(事業年度)

第43条  この法人の事業年度は、毎年4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 に終わる。

(事業計画及び予算)

第44条  この法人の事業計画及びこれに伴う予算は、毎事業年度ごとに理事長が作成し、総会の議決を
経なければならなし、

(暫定予算)

第45条 前条の規定に力功わヽらず、やむを得ない理由により予算が成立しない時は、理事長は、理事会の議決を経て、

予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ収益費用を講じる事ができる。

前項の収益費用は、新たに成立した予算の収益費用とみなす。

(予算の追加及び更正)

第46条  予算成立後にやむを得ない事由が生じた時は、総会の議決を経て、既定予算の追加又は更正をする事ができる。

(事業報告及び決算)

第47条  この法人の事業報告書、財産目録、貸借対照表及び活動計算書等決算に関する書類は、毎事業年度終了後、
速やかに、理事長が作成し、監事の監査を受け、総会の議決を経なければならない。

2 決算上剰余金を生じた時は、次事業年度に繰り越すものとする。

(臨機の措曇動

第48条  予算を持って定めるものの他、借入金の借入れその他新たな義務の負担をし、又は権利の放棄をしようと
するときは、理事会の議決を経なければならない。

，

一

つ
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第7章  定款の変更、解散及び合併

(定款の変更)

第49条  この法人が定款を変更しようとする時は、総会に出席した正会員の4分の3以上の多数による議決を経、かつ、
法第25条第3項に既定する事項については所轄庁の認証を得なければならない。
2 この法人の定款を変更 (前項の規定により所轄庁の認証を得なければならない事項を除く。)したときは、
所轄庁に届け出なければならない。

(解散)

第50条 この法人は次に掲げる事由により解散する。

〈1)総会の決議
〈2)目的とする特定非営禾|,辞助に係わる事業の成功の不能
(3)正会員の欠亡
(4)合併
(5)破産手続開始の決定
〈6)所轄庁による設立の認証の取り消し
2 前項第 1号の事由によりこの法人が解散する時は、正会員総数の4分の3以上の承諾を得なければならない。
3 第 1項第2号の事由により解散する時は、所轄庁の認定を受けなければならない。

(残余財産の帰属)

第51条  この法人が解散 (合併または破産手続開始の決定による解散を除く。)したときに残存する財産は、他の特定非営
利活動法人の

ほか国又は地方公共団体に譲渡するものとする。

(合併)

第52条 この法人が合併しようとする時は、総会において正会員総数の4分の3以上の議決を経、かつ、所轄庁の

認証を得なければならなし、

第8章  公告の方法

第53条  この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載して行う。
ただし、法第四条の2第 1項に規定する貸借対照表の公告については、この法人のホームページにおいて行う。

第9章  事務局

第54条  この法人に、この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。
2 事務局には、事務局長及び必要な職員を置く。

(職員の任免)

第55条   事務恙振尋f尋及てり弩戦員(π〉イ壬免は、 ,里十月属長力Y予う。

悧畔哉及び運営)

第56条  事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、理事長が別に定める。

第 10章  雑   則

第57条  この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、理事長がこれを定める。
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附則

1 この1鳶欣は、この法人の成立の日から施行する。
2 この法人の設立当初の役員は、別表のとおりとする。
3 この法人の設立当初の役員の任期は、第 16条第 1項の既定に力功 わヽらず、この法人の成立の日から平成 15年
6月 30日 までとする。
4 この法人の設立当初の事業年度は、第43条の既定に係わらず、この法人の成立の日から平成 15年 3月 31日
までとする。

5 この法人の設立当初の事業計画及び収支予算は、第44条の規定にかかわらず、設立総会の定めるところによる。
6 この法人の設立当初の入会金及び会費は、第8条の既定に係わらず、次に掲げる額とする。
(1)入会金                0円
(2)正会員 年会費           10、 000円
(3)賛助会員 会費       1日    1、 000円   (何口でも可)

別  表 設立当初の役員

理 事 長

副理事長

氏  名

齋藤 美津栄

大石 雅也

今橋 哲郎

役職名

理   事

関  裕子

大池 加寿子

齋藤 晋 介

末木 あさ子

服部 幸代

附則 この定款は平成 15年 9月 16日 から施行する。

附貝1」 この定款は平成 16年 12月 8日 から施行する。

附則 この定款は平成 17年 3月 11日から施行する。
附則 この定款は平成 17年 6月 11日から施行する。
附則 この定款は平成 18年 8月 ∞ 日から施行する。
附則 この定款は平成 19年 4月 1日から施行する。
附則 この定款は平成 22年 11月 8日 から施行する。
附則 この定款は平成 24年 11月 20日 から施行する。
附隕|, この定款は平成 25年 11月 27日 から施行する。

附則 この定款は平成 28年 4月 1日 から施行する。

附則 この定款は平成 30年 10月 30日 から施行する。

附則 この定款は平成 30年 12月 14日 から施行する。

附則 この定款は令和元年8月 16日 から施行する。
附則 この定款は令和 7年 月 日から施行する。
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書式第8号 (法第 10条 。第 28条関係)

m25年 (令和 7年度〕 事 業 計 固 書
(225年 4月 1日から2026年 3月 31日まで) (特定非営利活動法人の名称)プレイルームゆづり葉の家

1.事業実施の力針
ノーマライゼイションの理念に基づき、地域の知的障がい者 (児 )の、生活支援、自立支援、

社会参加など、地域福祉及び、街づくりに寄与することを目的とする。

「法人」

・業務改善を実行し事業の安定を目指します。

[児童福社法に薔づく障害児五所支援事業]

「子どもクラブ」 (放課後等デイサービス)
。多摩市永山を本拠地として活動します。

・工作活動や音楽活動など、カリキュラムを再開し幅広い活動を行つていきます。

・永山商店街が行う催しなど地域活動も精力的に多加します。

・―泊旅行を10月 に開催します。

・季節に応したイベントを行います(クリスマスウィークイベント、秋の作品晨など)

・1日 利用者数を平日 10名 、土曜日を5名 (定員 10名 )とし、年間の利用延べ人数 2,640人

(月 平均 220人 )を 目標とします。

・スタッフ会議を毎月開催し、スキルアップに努めます。研修に関しても積極的に取り組んでいき

ます。曜日ミーティングも開催していきます。

・保護者との面談を行います。

・多摩市児童通所・相談支援事業所連絡会に,加し、行政や他の事業所との連携を強めて
いきます。

「子どもクラブPetit」 (児童発達支援)

・令和 7年度中に新規事業所〈児童発達支援)の開設を目指します。

・多摩市馬引沢を本拠地として活動します。

・1日 利用者数を平日 10名 とします。

・スタッフ会議を毎月開催し、スキルアップに努めます。研修に関しても積極的に取り組んでいき

ます。曜日ミーティングも開催していきます。

・保護者との面談を行います。

・多摩市児童通所・相談支援事業所連絡会に参加し、行政や他の事業所との連携を強めて

いきます。

[地域支援事彙 (学校の掃除、保育日での彙薔0。 街づくりのための地城支援事業)]

「地域支援」

・土曜クラブではゆづリアー ト (ア ー ト活動)、 ゆづり葉クッキング (料理教室)、 ゆづり

ハーモニー (音楽活動 )、 ゲームクラブや季節に合わせたイベントを行います。

・だれでも食堂 (こ ども食堂)を 多摩市愛宕にて毎週土曜日に行います。
・シェアハウスの運営を多摩市連光寺6丁目にて行います。(定員6名 )



[障害者総合支援法に薔づく障害福社サービス事業及び地城生活支援事業]

「レーベンスパウム」 (共同生活援助 )

・レーベンスパウムは多庫市連光寺 2丁 目にて活動します (男性グループホーム :定員 7名 )
・ブルーメンハウスは多摩市連光寺 6丁 目にて活動します(女性グループホーム :定 員 5名 )
・利用者の誕生会を行います。

・ケア者会議及び研修等を行い、スキルアップに努めます。

「居宅介護」

・身体介護・家事援助・重度訪間介臓・行動援饉 計 2.400時間を目標とします。
・ヘルパーミーティング及び研修を行い、スキルアップに努めます。

「地域生活支援」

・移動支援は年間 10.350時間、日中一時は 390単位 (多摩市・稲城市・日野市 )
150時間 (八王子市)を 目標とします。
・ヘルパーミーティング及び研修を行い、スキルアップに努めます。

「ゆづリハウス」(短期入所)

・年間利用日数 3m日  月平均 ∞日を目標とします。(定員4名 )
・年間利用者数 600人  月平均 50人 を目標とします。
・ヘルパーミーティング及び研修を行い、スキルアップに努めます。
・地域生活支援拠点等の機能を担う事業所としての届出を行います。

「しごとば&のんびりCafe 風の家」(就労継続支援 B型 )
・1日 の平均利用者数 14人 を目標とし、月平均利用者数 320名 、年間利用廷ぺ人数 3840
名を目標とします。

・就労支援事業としてカフェ、農□芸、たまげんき共同受注作業、 自主製品作り、お困
りごとサービス、基板事業、地域清掃・美化を行います。

・カフエでは手作リソーセージ、焙煎豆販売など特色ある事業を行います。外販機会を

増やせるよう取り組みます。

・地域催事にメンパーとともに出店し、販売を行います。
・交流活動として「オンガクノ会」、「タイイクノ会」を行い、健康および体力の維持をは

かりつつ、情緒的交流の場面作りを行います。

・メンバー、スタッフ合同のミーティングを毎月実施します 。
・外部研修に参加し、権利擁置の意識を高めます。就労支援スキル向上に努めます。

[障害者総合支援法に薔づく特定相餞支援事業、児童福社法に薔づく障害児相餞支援事業]

「相談支援バンデ」 (特定相談支援事業、障害児相談支援事業)
。指定特定相談支援 (障害児相談支援)事業所として令和 7年 11月 に開設を目指し
ます。

・指定特定相談支援事業 (障害児相餞支援事業)を 行います。
・特定相談支援 サービス利用者 10名  月平均 2名

継続サービス利用者 15名  月平均 3名
・障害児相談支援 サービス利用者 5名  月平均 1名

継続サービス利用者 10名  月平均 2名  を目指 します
・多摩市和田を拠点に活動 します。

・多摩市和田を拠点に活動 します。



2.事業の実施に目する事項
(1)特定中営利活助に係る事業

事 業 名 事 業 内 容
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書式第8号 (法第10条 。第28条関係)

2026年 (令和 8年度)事 桑 計 画 書
(2026年 4月 1日から2027年 3月 31日まで) (特定非営利活動法人の名称)プレイルームゆづり葉の家

1.朝陽鈍 の方針
ノーマライゼイションの理念に基づき、地域の知的障がい者 (児 )の、生活支援、自立支援、

社会参加など、地域福祉及び、街づくりに寄与することを目的とする。

「法人」
。業務改善を実行し事業の安定を目指します。

[児童福社法に基づく障害児通所支援事彙]

「子どもクラブ」 (放課後等デイサービス)

・多摩市永山を本拠地として活動します。

・工作活動や音楽活動など、カリキュラムを再開し幅広い活動を行っていきます。

・永山商店街が行う催しなど地域活動も精力的に,加します。
・―泊旅行を 10月 に開催します。

・季節に応じたイベントを行います (クリスマスウィークイベント、秋の作品展など)

・1日 利用者数を平日 10名 、土曜日を 5名 (定員 10名 )とし、年間の利用延ぺ人数 2,640人

(月 平均 220人 )を 目標とします。

・スタッフ会議を毎月開催し、スキルアップに努めます。研修に関しても積極的に取り組んでいき

ます。曜日ミーティングも開催していきます。

・保護者との面談を行います。

・多摩市児童通所。相嵌支援事業所連絡会に参加し、行政や他の事業所との連携を強めて

いきます。

「子どもクラブPetit」 (児童発達支翻D
・多摩市馬引沢を本拠地として活動します。

・1日 利用者数を平日 10名 、土曜日を 5名 (定 員 10名 )とし、年間の利用延べ人数 1,752人

(月 平均 146人 )を 目標とします。

・スタッフ会議を毎月開催し、スキルアップに努めます。研修に関しても積極的に取り組んでいき

ます。曜日ミーティングも開催していきます。

・保護者との面談を行います。

・多摩市児童通所・相談支援事業所連絡会に多加し、行政や他の事業所との連携を強めて

いきます。

[地域支援事業 (学校の掃除、保青口での彙薔等 .街づくりのための地域支晨事業 )]

「地域支援」

・土曜クラブではゆづリアー ト (ア ー ト活動 )、 ゆづり葉クッキング (料理教室 )、 ゆづり

ハーモニー (音楽活動 )、 ゲームクラブや季節に合わせたイベントを行います。

・だれでも食堂 (こ ども食堂)を 多摩市愛宕にて毎週土曜日に行います。
・シェアハウスの運営を多摩市連光寺6丁目にて行います。(定員6名 )



[障害者総合支援法に薔づく障害福社サービス事業及び地域生活支援事業]

「レーベンスパウム」 (共同生活援助 )

・レーベンスパウムは多摩市連光寺 2丁 目にて活動します (男性グループホーム :定員 7名 )
・ブルーメンハウスは多摩市連光寺 6丁 目にて活動します (女性グループホーム :定 員 5名 )
・利用者の誕生会を行います。

・ケア者会議及び研修等を行い、スキルアップに努めます。

「居宅介護」

・身体介護・家事援助・三度訪問介饉・行動援饉 計 2.400時 間を目標とします。
・ヘルパーミーティング及び研修を行い、スキルアップに努めます。

「地域生活支援」

・移動支援は年間 10,350時間、日中―時は 390単位 (多摩市・稲城市・日野市 )

150時間 (八王子市)を 目標とします。
・ヘルパーミーティング及び研修を行い、スキルアップに努めます。

「ゆづリハウス」 (短期入所 )

・年間利用日数 3∞ 日  月平均 ∞日を目標とします。(定員4名 )
・年間利用者数 600人   月平均 50人 を目標とします。
・ヘルバーミーティング及び研修を行い、スキルアップに努めます。

・地域生活支援拠点等の機能を担う事業所としての届出を行います。

「しごとばこのんびりOof6 ■の家」 (就労継続支援 B型 )
・1日 の平均利用者数 14人 を目標とし、月平均利用者数 320名 、年間利用延べ人数 3840
名を目標とします。

・就労支援事業としてカフェ、農園芸、たまげんき共同受注作業、 自主製品作 り、お困
りごとサービス、基板事業、地域清掃・美化を行います。

・カフエでは手作 リソーセージ、焙煎豆販売など特色ある事業を行います。外販機会を

増やせるよう取 り組みます。

・地域催事にメンパーとともに出店 し、販売を行います。

・交流活動として「オンガクノ会」、「タイイクノ会」を行い、健康および体力の維持をは

かりつつ、 情緒的交流の場面作 りを行います。

・メンパー、スタッフ合同のミーティングを毎月実施 します 。

・外部研修に,加 し、権利擁護の意識を高めます。就労支援スキル向上に努めます。

E障害者総合支援法に薔づく特定相餞支援事業、児童福祉法に喜づく障害児相餞支援事業]

「相談支援バンデ」 (特定相談支援事業、障害児相談支援事業 )

・指定特定相談支援事業 (障害児相談支援事業)を行います。
・特定相談支援 サービス利用者 24名  月平均 2名

継続サービス利用者 36名  月平均 3名
・障害児相談支援 サービス利用者 12名  月平均 1名

継続サービス利用者 24名  月平均 2名  を目指 します
。多摩市和田を拠点に活動 します。



2.事業の実施に目する事項
(1)特定非営利活動に係る事彙

事 業 名 事 彙 内 容

実 施

日 時

実 施
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2025年度 (令和7年度 )
("25年 4月 1日 から2026年3月 31日まで)

薔式

“

12■ (注●200■0)

特定非営利活動に係わる事業 活動予算書  (1/2)
(特定非営利活動法人の名称)特定非営利活動議人 プレイルームゆづり葉の家

科 目 !t I (i& F) 備   考

経 常 収 益

1.受 取 会 費

正 会 員 受 取 会 費

賛 助 会 員 受 取 会 費

2事  業  収  益
レーベンスパウム事彙収益

しごとばこのんびリカフェ
コ の 蜜 事 業 収 益

地 域 支 援 事 業 収 益

3.補 助 金 等 収 益

子 ど も ク ラ ブ

児 菫 発 達 支 援

レ ー ヘ
・
ン ス ′ヽ
~ウ
ム

居 宅 介 霞

ゆ づ リ ハ ウ ス

相 ■ 支 援 バ ン デ
しことはこのん0リカフェ ロの

,
4.助 成 金 等

5.受 取 寄 付 金

受 取 寄 付 金

6.そ の 他 収 益

雑  収  入
受 取 利 忠

受 取 配 当 金

経 常 収 益 計 (A)

9D.∝Ю

∞ ,000 1“ 000

20(1.()03.(X00

3.αЮIX30名

[.azam rez<,r,oo.rrao
trrtir.r@@..r,@@
・だれても食堂270.000・ シェアハウス2.4(Ю.αЮ・その他350.(κЮ

・児童■所支撮(放風棧●デイサービス)

・児童通所支橿(■■■■支撮)2025年 12月 ～予定

・障害福祉サービス(共口生活饉助)

・障害福社サービス(■宅介■)・地●生活支臓

・障害福祉サービス(短期入籠)

・障害福社サービス(相腋支優)2●25年 11月～予定

・障害福社サービス(就労菫崚支撮B壼 )

・社協 lm.α
"・
鳳の家,,“Ю,∞0 ・腋でも食堂5∞ .αЮ

・自販機手数■■・社宅家■

・多●■用全庫出賣全配当会

4.348,000

6.αЮ.∞0

3.200.(XЮ 14.048000

20.α)0.0(Ю

4.450.0(X,

54.450.αЮ

29.(Xp.0(Ю

192●0.OЮ0

“

Ю.¨

37.050.000 174.4α .(X〕D

17,690.000 17.690.0(X)

0 0

025.000

5.OЮЮ

900 000.9Ю0

肛 経 常 費 用

事    彙    ■
)人    件   費
給 与 手 当

法 定 福 利 費

退 職 共 済 掛 金

福 利 厚 生 費

)食 材 料 費

材    料    費
)そ の 他 経 費

旅 費 交 通 費

壼    僣    費
ガ  ソ  リ ン  代
消 耗 品 費

修    饉    費
水 道 光 熱 費

支 払 手 数 料

保    険    料
地 代 家 ■

■    僣    料
社 会 参 加 費

ポ ラ ン テ ィア 翻 金

関 係 団 体 分 担 金

滅 価 償 却 費

食    材    費
広 告 宣 伝 費

研    修    費
利 用 者 工 賃

Jl    練    費
予    ■    ■
彙 費 針

( 1

( 2

( 3

事

132.745.000

10.600.0(X,

600.000

1.070.000 146.186.000

・事業

"合
針●は

"■

1

・日の家 カフエ事彙食材仕入高

・子どもクラフ、プルーメン、■の蒙、児童発達支援

・車百リース什■・設●●リース

・土曜クラフ費用・子どもクラフ行事0・■の家イベント費等

・■の家 利用者工賃

2.000.0(X,

4.745,0(X,

092.0(X,

:.890.000

2.440.∝Ю

8`К .(XЮ

2.407.500

,6.000

1.005.(X〕 D

7.298.300

3.120.α )0

1.350.000

150.000

00.000

,.939.071

2.250.000

5(Ю.Om

e∞ .oЮЮ

3.100.α 00

Ll∞
`Ю3∞OЮ 35.910.271

103.695.271



科 目 ri fi (l! E) ■   考
2.管   理   費
(1)人     件    費
理 事 報 H
綸 与 手 当

退 職 共 済 掛 金

法 定 福 利 費

福 利 厚 生 費

(2)そ の 他 経 費

会  口[ 費

旅 費 交 通 費

通    信    費
用 耗 品 費

水 道 光 熱 費

支 払 手 数 料

広 告 宣 伝 費

地 代 蒙 ■

■    借    料
租 税 公 諫

関 係 団 体 分 担 金

慶    弔    費
減 価 償 却 費

研    修    ■
管 理 費 計

3 その他の費用
支 払 利 息

4.予 備 ■

経 常 費 用 計 (B)

当期経常増減額 (A)― (8)

前期繰越収支差額 (C)

次期繰越収支差観(A)― (B)+(C)

0.0∞.000

:0.αЮ.(X)0

40.000

450.000

1∞ 000 i3.500.α〕0

205.000.078

・各■手当含

・社労士■間料含

・■柱広告、求人広告

・事3●■リース‖

:∞ 000

1.000.0(■)

3Ю ,000

350.0(■ )

450.0(X)

050.000

3D.000

132.`X】 0

[.5∞.000

7∞ 000

:0.α

"
50.(X〕D

l.072.407

50.(X】D 7.754.407

21.044,4(),

730.0(■ ) 7∞ 000

:∞ 0(Ю :∞μЮ

1.030.222

11.734.840

12.024,002

2025年度 (令和7年度 )
(2025年4月 1日 から2026年 3月 01日まで)

特定非営利活動に係わる事業 活動予算書 (案)(2/2)
(特定非営利活動議人の名称)特定非営利活動法人 プレイルームゆづり葉の憲

別■1饉常費用 事彙費(人件■・その他の饉■)の事葉別合計●

科 日 子 ど も ク ラ ブ 子どもクラブP■[ レーベンス′
`ウ

ム E宅 介 ■ゆづ リハ ウス 地域 支 援
ロロl=■ バン

● ● 彙 ●

: 人件費

Iその他の経費
24.025.0(110

0.198.918

7∞.0(Ю

920.0(X)

43.311D.0(1,

7.245.316

20.975.Oα )

:.320.000

:4.710.αЮ

3.6`,7.109

33.lm.αЮ

:4.010.378

1.700.OD0 325,αЮ

1225∞

145.:OS,000

03.510.2711.037.500

計 33.023.918 1.620.α】0 5!.055.330 22.795.000 13.3`:7.139 52.760.378 3.617.500

“

7.まЮ 183.005.271



2026年度 (令和8年度)
(a020年 4月 1日から2027年 3月 31日まで)

●壼椰12つ く菫●280●■)

特定非営利活動に係わる事業 活動予算書 (1/2)
(特定非営利活動法人の名称)特定非営利活動法人 ブレイルームゆづり葉の家

科 目 i tr {rt E) 備   考

経 常 収 益

1受 取 会 費

正 会 員 受 取 会 費

費 助 会 員 曼 取 会 費

2事  業  収  益
レーベンスパウム事拿収奎

しごとばこのんびリカフェ
鳳 の 家 亭 彙 収 益
地 域 支 援 事 業 収 益

3.補 助 金 ● 収 益

子 ど も ク ラ ブ

児 童 発 達 支 援

レー ヘ・ ンス ′ヽ… ウ ム

居 宅 介 饉

ゆ づ リ ハ ウ ス

相 ■ 支 饉 バ ン デ
しこと[`こ のん0リカフェ ユの

●

4助 威 金 専

5.受 取 寄 付 金

受 取 寄 付 金

6.そ の 他 収 益

雑    収    入
受 取 利 息

受 取 配 当 金

経 常 収 益 計 (A)

颯 α∞

00.∝Ю 1“nЮ

218,739.500

3.∝ЮX(Ю名

{●■は ,00αO■●■∞0畑Ю
・だれでも食堂270.αЮ・シェアハウス2.“Ю.αЮ・その他350.OЮ

・児童通所支晨〈放操後●デイサービス)

・児童壼所支援〈児
=兌
違支援)

・障害福社サービス(夫同生活橿助)

・腱■福社サービス(居宅介饉)・地城生活支援

・障害福社サービス(短期入所)

・障害福■サービス(相瞑支■)

・障害福社サービス(●労継崚支援曰型)

・社協 11●

“

Ю・■の家4mOЮ ・性でも食堂∞ЮO∞

由饉●手麟‖薔・社宅家賃

・,●●用全庫出資金口当金

5.078.60(0

0.(X〕D.(Ю0

3.20C).(X)0 14.273,600

20.()10.0(Ю

13.350.0(X)

56.(XЮ .(X】0

29.(XЮ .(XЮ

19.250.0(X}

1,3Ю O.IЮ0

37.650.α〕D 180.050.α〕0

17.690.(X】 0 17.690.`X)0

0 0

625,0(X,

5.∝Ю

900 600,000

口 経 常 費 用

1.事    業    費
(1)人     件    ■
給 与 手 当

法 定 権 利 費

退 ■ 共 済 掛 金

福 利 厚 生 費

(2)食 材 料 費

村    ‖    費
(3)そ の 他 経 費

旅 費 交 轟 費

通    信    費
ガ  ソ  リ  ン  代
消 耗 品 費

修    絹    費
水 道 光 熱 費

支 払 手 数 料

保    険    料
地 代 家 ■

■    借    料
社 会 参 加 費

ポ ラ ン テ ィア 翻 金

関 係 団 体 分 担 金

凛 価 償 却 費

食    材    費
広 告 宣 伝 費

研    修    費
利 用 者 工 ■

躙    籠    費
予    働    費
事 彙 費 計

100.220.0(■ )

10.680.0(X)

090.000

:.070.0(,10 :43.660.`κЮ

・事彙別合計口は別■1

・日の軍 カフェ●彙食材仕入富

。子どもクラフ.ブルーメン、日の家、児童発逮支優

・車両リース什■・設備●リース

・■曜クラフ費用・子どもクラブ行事等・日の家イベント費等

ユの家 利用者工賃

2.600.∝Ю

4.745.(X〕 0

692.0(■ )

1.890.`X】 0

3.030.000

8∞ .000

2.725.(XX

16.000

1.005.()Ⅸ

3,498,000

3.120.()00

!,350.000

150.(】 D0

36.(】00

1,939,971

2.25C).(】D0

5∞.Om

6∞ .OЮ0

3.100.α 00

■1∞

`Ю350,αX, 37.957.771

109.217.771

:



2025年度 (令和7年度 )
(2026年4月 1日から

"27年
3月 01日まで)

特定非営利活動に係わる事業 活動予算書 (2/2)
(特定非営利活島法人の名林)特定非営利活動法人 ブレイルームゆづり葉の軍

別■1 饉常晏用 ネ彙費(人件■・その他の饉■)の事
「

別合計饉

科 目 t I rrt a) ●   考
2.管   理   費
(1)人    件    費
理 事 報 醸

給 与 手 当

退 職 共 済 掛 金

法 定 福 利 費

福 利 厚 生 費

(2)そ の 他 経 費

会  ■  費
旅 費 交 通 費

通    信    費
用 耗 品 費

水 道 光 熱 費

支 払 手 数 料

広 告 宣 伝 費

地 代 家 ■

■    借    料
租 税 公 鰈

関 係 団 体 分 担 金

慶    弔    費
減 価 償 却 費

研    修    費
管 理 費 計

3.その他の費用

支  払  利  慮

4.予   備   費

経 常 費 用 計 (B)

当期経常増凛饉 (A)― (B)

前期綸鶴収支差額 (C)

次期繰鶴収支差饉(A)― (B)+(C)

3.∝Ю.αЮ

:0.000.αЮ

“

000

450.αЮ

l∞OЮ 13.50C).0`X,

211.392.171

・各種手当含

・社労士■同‖合

・■柱広告、求人広告

事務●●リース料

1∞ .αЮ

:.3(Ю .αЮ

3000∞

3150αЮ

450,α Ю

O15010(Ю

",α
Ю

132.(X〕 0

1.500.0(1,

7∞ .∝Ю

10,αЮ

50.OЮ0

1.372,407

mαЮ 7.754,44,7

21.344.4)7

710,(D0 7100〔Ю

1∞ .0∞ l∞ ,αЮ

7,397.322

11.784.34(0

19.182,162

円〉

科 目 子 ど も ク ラ フ 子どもクラフPo■ レースンスバウム ■ ■ 介 ■ゆつリハウス 地域 支 援
■■■,バン
デ 事 拿 彙 計

: 人件費

■ その他の経費

24.025.0(,10 2.10().α00

2.71().(X00

45010.OЮ 0 20.975.000 14.700.α)0 38.:50000

14,010.371

1.7∞

“

X)0 120Q∝Ю 1“ .0∞ ,●
"

8.198.918
'1246.0(,6

1.020000 3.047.130 1.037.500

"0.“"
40.557.7,1

計 33.023.9:| 4.3(Ю.αЮ 52255.036 22.705,0(■ ) :8.347.109 52.700.3,0 3,037.50● :澤
".α
Ю 100′ 17.771




